
小学校児童

Ｒ６後期 R７前期 Ｒ６後期 R７前期
A＋B A+B Ａ A

１．学校は楽しい 96.7% 93.9% 86.7% 72.7%

２．授業はわかりやすい 93.3% 100.0% 76.7% 84.8%

３．いじめられたり無視されたりすることなく安心

して過ごしている
96.7% 93.9% 86.7% 87.9%

４．授業中、課題に対して理由や根拠を明確にして

考え、伝えている
90.0% 93.9% 46.7% 51.5%

５．学んだことを意識して、ふり返りを書いている 96.7% 97.0% 60.0% 60.6%

６．家では、毎日の宿題などの学習に自ら取り組ん

でいる
86.7% 93.9% 56.7% 69.7%

７．友達に対して思いやりの心で行動できている 96.7% 100.0% 76.7% 72.7%

８．いつも、場に応じた挨拶ができている 90.0% 93.9% 53.3% 51.5%

９．自分にはよいところがあると思う 93.3% 90.9% 73.3% 63.6%

１０．規則正しい生活を送っている 93.3% 90.9% 56.7% 54.5%

１１．先生は困っていることについて相談すると対

応してくれる
96.7% 93.9% 86.7% 78.8%

１２．ジオパーク研修や総合的な学習の時間を通し

て、ふるさとについて考えた
93.3% 87.9% 80.0% 60.6%

１３．よりよい学級や学校をつくるために進んで意

見を発表している
93.3% 94% 60.0% 57.6%

　小学校保護者

Ｒ６後期 R７前期 Ｒ６後期 R７前期

A＋B A+B Ａ A

１．お子さんは、学校は楽しいと思っている 93.5% 93.9% 45.2% 45.5%

２．お子さんは授業はわかりやすいと思っている 97% 93.9% 48.4% 39.4%

３．お子さんは、いじめられたり無視されたりする

ことなく安心して過ごしている
93.5% 93.9% 67.7% 69.7%

４．お子さんは家庭での学習（宿題を含む）に進ん

で取り組んでいると思う
80.6% 78.8% 38.7% 36.4%

５．お子さんに思いやりの心が育ってきていると思

う
100.0% 94% 67.7% 66.7%

６．お子さんは場に応じた挨拶をしていると思う 100.0% 97.0% 38.7% 30.3%

７．お子さんは自分によいところがあると思ってい

る
93.5% 97.0% 67.7% 66.7%

８．お子さんは規則正しい生活をおくることができ

ている
96.8% 90.9% 48.4% 48.5%

９．学校はお子さんのことについて、相談に応じて

くれていると思う
93.5% 87.9% 41.9% 45.5%

１０．学校のようすがお便り、ホームページ等でよ

くわかる
93.5% 100.0% 32.3% 45.5%

１１．学校は地域の特色を活かした教育活動を行っ

ている
96.8% 100.0% 61.3% 66.7%
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令和7年９月吉日

小学校保護者様

白山市立白嶺小学校

校長　髙松宏晃

令和７年度前期　学校アンケート集計結果等について

　白露の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃より本校の教育活動に多大なるご理解と

ご協力をいただき誠にありがとうございます。前期学校アンケートの集計結果をお知らせいたします。今後この結果を踏まえ、教職員一

同、一層の改善に努めていきたいと考えております。

質問事項

72.7%

84.8%

87.9%

51.5%

60.6%

69.7%

72.7%

51.5%

63.6%

54.5%

78.8%

60.6%

57.6%

21.2%

15.2%

6.1%

42.4%

36.4%

24.2%

27.3%

42.4%

27.3%

36.4%

15.2%

27.3%

36.4%

6.1%

3.0%

6.1%

3.0%

6.1%

3.0%

6.1%

9.1%

6.1%

12.1%

6.1%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■Aあてはまる ■Bどちらかといえばあてはまる ■Cどちらかといえばあてはまらない ■Dあてはまらない

45.5%

39.4%

69.7%

36.4%

66.7%

30.3%

66.7%

48.5%

45.5%

45.5%

66.7%

48.5%

54.5%

24.2%

42.4%

27.3%

66.7%

30.3%

42.4%

42.4%

54.5%

33.3%

3.0%

6.1%

6.1%

18.2%

6.1%

3.0%

3.0%

9.1%

3.0%

3.0%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■Aあてはまる ■Bどちらかといえばあてはまる ■Cどちらかといえばあてはまらない ■Dあてはまらない



　教職員（小学校＋中学校）

Ｒ６後期 R７前期 R6後期 R７前期

A＋B A+B A A

１．子ども達は、学校で楽しく過ごしている 100% 100% 64.3% 50.0%

２．ねらい（育みたい資質・能力）を明確にし、子供一人一人が「わ

かった」「できた」を実感できる授業を行っている
100% 94% 57.1% 38.9%

３．子どもたちが、いじめられたり無視されたりすることなく安

心して過ごせるよう指導している
100% 100% 78.6% 66.7%

４．自分の考えを、根拠や理由を明確にして表現するよう指導し

ている
92.9% 100% 64.3% 55.6%

５．学習のふり返りを、視点をもとに書かせている 85.7% 100% 42.9% 38.9%

６．家庭学習の学習方法を具体例を挙げながら教えている 78.6% 94% 35.7% 44.4%

７．子ども達は、道徳教育の推進等で思いやりの心が育ってきて

いる
92.9% 100.0% 42.9% 11.1%

８．子ども達が、場に応じた挨拶ができるように指導に取り組ん

でいる
100% 94% 42.9% 61.1%

９．子ども達が、自己存在感の感受を促進する授業づくりをして

いる
100% 94.4% 64.3% 66.7%

１０．子ども達が、規則正しい生活習慣を身に付けるよう指導し

ている
92.9% 94% 50.0% 66.7%

１１．日課や部活時間の見直しなどが業務改善につながっている 71.4% 94% 42.9% 33.3%

１２．ジオパーク研修や総合的な学習の時間を通して、ふるさとに誇り

を持ち、「表現する力」を育む指導ができた
100% 94.4% 71.4% 38.9%

１３．学校行事や様々な活動を行う中で、よりよい学級や学校をつくる

ことを意識した話し合いやふり返りの指導ができた
100% 94.4% 66.7% 44.4%

【よかった点○と課題▲と改善点☆】

〈学校関係者評価委員会より〉

○「授業はわかりやすい」「友達に対して思いやりの心で行動できている」などA＋B評価が100％となっている項目があり、子ども達は前

向きに取り組み、がんばりを認められていることがうかがえます。

☆今後も教師は一人ひとりを認め、児童同士も互いに認め合える場を設定しながら、自己肯定感を高められるように進めていきます。

〈特別活動について〉

○学校行事等何事にも前向きに取り組み、学年を越えて温かな交流の姿が見られます。

☆今後も、活動のめあてや見通しを持たせ、学年に応じた取り組み方を検討しながら、児童の創造的な活動になるように支援してきます。

また、地域の豊かな自然を生かした体験活動を通して、地域のよさを学び、子ども達の成長をさらに促すことができるように工夫していきま

す。

〈確かな学力の定着について〉

○「授業はわかりやすい」の項目で、児童の肯定的評価が高く、学習に対して前向きに取り組んでいる様子がわかります。考えを伝えるこ

とや書くことに苦手意識をもっている児童もいますが、授業中、自分の考えの理由や根拠を明確にしてみんなに伝えよう、みんなで考えよ

うと参加している児童が多くいます。

○授業では、ふり返りの視点を児童に提示することで、１時間にどんなことを学び、どんな力がついたかという意識を高めることができま

した。

○家庭学習に進んで取り組むことのできる児童が多くいます。

☆一人ひとりが「わかった」「できた」また、「何ができて、どこがわからないのか」などをはっきりさせ、学ぶ喜びや楽しさ、大切さな

どを実感できるような、ふり返りの場を大事にしていきます。また、児童が、自信や意欲を高めていくことにつながるように、「○○さん

は、こんな考えをもっていた。」「友達のおかげでできた。」と仲間と共に学ぶよさも感じることのできる授業を積み重ねていきます。

〈生徒指導面について〉

○ふだんの学校生活の様子や生活アンケートの結果をもとに声かけを行い、児童は明るく元気に学校生活を送っています。規則正しい生活

についても、家庭の協力のもと「早寝・早起き・朝ごはん」など概ね取り組むことができています。帰宅してから寝るまでの過ごし方（遊

び方、メディア時間）についても知ることができました。

▲「場に応じたあいさつ」については、児童のA評価を見ると51.5％、保護者のＡ評価は30.3％とやや低くなっています。

☆規則正しい生活については、これまでと同様に家庭と協力しながら児童に働きかけていくことが必要です。特に、メディア時間が長くな

ることで、生活リズム等が崩れていく傾向があることから、児童が自分の時間の使い方について自覚し、改善していくことができるような

取組を検討し、進めていきます。

☆今後も児童の様子を観察し、生活アンケートの結果や児童の困り感に対する面談を行っていきます。アンテナを高くして、児童一人ひと

りにきめ細かな指導・支援を心がけ、保護者との連携を密に行っていきます。

質問事項 R７前期 教職員
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